
子どもたちがよりよい教育活動を受けることができるように、児童アンケートの結果から学校の教育活動の状況を見直し、改善を図っていく。 

また、学校は保護者や地域の方々に教育活動の成果について説明を果たすことを通して、学校の状況を知らせ、保護者や地域の方々との相互の連携協力体制の充

実を図っていく。 

 

令和５年度 ２学期 学校評価 児童アンケート結果 令和６年 2 月 資料 

西東京市立向台小学校 

調査の趣旨 

［成果］ ・すべての質問で肯定的な回答が７割を超えている。 
 ・質問３・１４ ：タブレット端末を活用した授業が充実してきている。（毎月の学校だより「GIGA 委員会より」参照） 
 ・質問１２   ：学校生活が楽しいと感じている児童が、1 学期比 3.5 ポイント増。学習が分かる・友達と協力できる・頑張りを認められる等、理由は 

様々予想される。嬉しい成果。 
 

［課題］ ・質問２・４   ：質問しやすい環境をつくる。児童の粘り強く取り組む、主体的な態度を身に付けさせる教員の指導力向上をめざす。  
     ・質問１０・１１：校内研究で体育の授業改善を行い、体を動かすことの楽しさやよさを伝えていく。 
     ・質問１３   ：子供たちを肯定的に受け止め、自己肯定感が高まるような指導をしていく。 
     ・質問１５   ：図書館の利用を増やし、読み聞かせの時間も活用して本に興味をもたせる。 
 
 

成果と課題 

児童アンケートの結

果を踏まえ、 

今後の学校運営や授

業の改善に努めてま

いります。 

 

質問内容 
結果グラフ 対象１年～６年児童 ８７６名


